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【　　事業の目的　　】

【　　現状・課題　　】

【　　事業の効果　等　　】

（様式第１号） 福島市農林業振興基金　事業提案書

令 和 6 年 1 月 1 日

団 体 名 福島市役所

代表者氏名 福島　福之介

代表者住所 福島市五郎内町３－１

連 絡 先 024-525-3726

福島市農林業振興基金の事業について、次のとおり提案します。

年度 6 件名 高収益作物の栽培に向けた暗渠排水施設の導入

③生産性・収益性の向上 氏
名④農業経営の安定化

提案事業区分
（該当する取組に〇を記入ください。）

参加者（代表者除く）

①担い手の確保・育成 氏
名②多様な人材の活躍促進

〇〇　〇〇

⑦農村環境の活用 氏
名⑧農産物の安全性の確保と品質保持

⑤６次産業化の推進 氏
名⑥農村環境の保全

事業種別　（該当する区分に☑を入れてください。）

☑

⑨気候変動への対応 氏
名⑩消費拡大の推進

事業の経費所要額
（千円） 〇〇〇

【同意事項】 　☑　納税状況を確認するために、関係部署に照会することに同意します。

国県等補助対象事業 □ 単独事業

想定事業期間

提案箇所（事業実施個所） 福島市○〇字△△1-1、1-2、1-3 〇〇〇

　本事業は、農業用用排水（排水機場）を整備し、湛水被害の解消、水田の汎用化、農作業の効率化を進めるこ
とにより、農業の振興と地域の活性化に資する。

　現在営農している農地は江戸時代に干拓されて以降、抜本的な基盤整備がなされていないため、区画や農道
がせまく、現況水路の多くが土水路である上に、用排兼用水路のため管理水位が高く、排水不良の要因となっ
ており、安定した生産の妨げになっている。
   また地区の一部では、排水対策が実施されていないため、降雨時には排水不良や湛水被害が生じており、効
率的な農作業を行う上での妨げとなっていること等から、今後、耕作放棄地が増加するおそれがある。

・高収益作物の安定生産による、安定収入の実現
・生産物単価の向上
・未来に向けて持続可能な農村環境の確保・保全

令和　６　年　４　月　　～　　令和　６　年　１１　月
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提案事業の件名を『何を行

う』のか明確に記入。

該当する項目すべてに〇
事業を実施する場所を記入。対象

が複数ある場合は、すべて記入し、

面積は合計を記入。

代表者以外の組織員の

氏名及び住所

同意事項の☑を忘れずに



様式第２号

福島市農林業振興基金　事業計画表

№

成果目標
事業実施年度 目標年度

令和６年度 令和７年度

暗渠排水により、作物の連作障害を克服する
ために、新たに玉ねぎを生産する。

現状 事業実施後

玉ねぎ生産量　０kg/１０a 玉ねぎ生産量　２０００kg/１０a

事業にかかる経費等

内　容 事業経費所要額　（千円） 備　考

1 暗渠排水施設設置 □□□ 排水施設の整備委託費用

2 玉ねぎ苗購入 △△△ 玉ねぎ苗購入費用

3

4

5

6

7

合計 ○○〇

費用を記載（単位に注意）

記入例（１００万円➡1,000と記入）

なにに基金を使用するか、内容を端的に記載する。

各項目の合計額を記入

『〇〇費』など内容の詳細を記載する。

目標は可能な限り数値等を用い、明

確に記入
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３月
工程

本年度

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月

暗渠排水設置事業

実
績
報
告
及
び
補
助
交
付
期
間

玉ねぎ苗購入

様式２（事業計画表）に合わせて工程

を記載
各工程の実施期間を塗りつぶし


